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●キヤノングループにおける売上高・税引前純利益・純利益・総資産

●地域別売上高

●研究開発費・売上高研究開発費比率・設備投資額・減価償却費

●キヤノングループ地域別従業員数

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（人）

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

売上高 2,940,128 3,198,072 3,467,853 3,754,191 4,156,759 4,481,346 4,094,161 3,209,201 3,706,901 3,557,433 

税引前純利益 330,017 448,170 552,116 612,004 719,143 768,388 481,147 219,355 392,863 374,524 

純利益 190,737 275,730 343,344 384,096 455,325 488,332 309,148 131,647 246,603 248,630 

総資産 2,942,706 3,182,148 3,587,021 4,043,553 4,521,915 4,512,625 3,969,934 3,847,557 3,983,820 3,930,727 

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

日　本 732,551 801,400 849,734 856,205 932,290 947,587 868,280 702,344 695,749 694,450

米　州 1,010,166 1,045,166 1,059,425 1,145,950 1,283,646 1,336,168 1,154,571 894,154 1,023,299 961,955

欧　州 857,167 969,042 1,093,295 1,181,258 1,314,305 1,499,286 1,341,400 995,150 1,172,474 1,113,065

アジア・オセアニア 340,244 382,464 465,399 570,778 626,518 698,305 729,910 617,553 815,379 787,963

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

研究開発費 233,669  259,140 275,300 286,476 308,307 368,261 374,025 304,600 315,817 307,800

売上高研究開発費比率（％） 7.9 8.1 7.9 7.6 7.4 8.2 9.1 9.5 8.5 8.7 

設備投資額 198,702 210,038 318,730 383,784 379,657 428,549 361,988 216,128 158,976 226,869

減価償却費 158,469 168,636 174,397 205,727 235,804 309,815 304,622 277,399 232,327 210,179

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

日　本 44,443 45,380 46,103 48,637 50,753 55,227 72,445 73,635 71,954 70,346

米　州 10,151 10,180 10,258 9,938 10,269 10,738 11,112 11,084 20,182 19,205

欧　州 11,889 11,307 10,898 10,922 11,286 12,285 12,735 12,004 23,434 22,739

アジア・オセアニア 31,319 35,700 40,998 46,086 46,191 53,102 70,688 72,156 81,816 86,017

合　計 97,802 102,567 108,257 115,583 118,499 131,352 166,980 168,879 197,386 198,307

●事業別売上高※ （百万円）

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

オフィス 1,776,156 1,839,434 1,943,197 2,054,848 2,250,228 2,477,518 2,246,609 1,645,076 1,987,269 1,917,943

コンシューマ 806,100 987,013 1,116,132 1,251,916 1,440,462 1,587,952 1,456,075 1,301,160 1,391,327 1,312,044

産業機器その他 402,802 416,781 440,841 481,412 584,488 549,983 522,405 357,998 432,958 420,863
※各セグメントの売上高にはセグメント間の売上高が含まれるため、各セグメントの合計は連結売上高と一致しません。
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●売上高の推移（単位：億円）
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●売上高における事業別内訳（2011年）

●キヤノン株式会社における売上高・経常利益・純利益

●地域別売上高

●総資産・純資産・自己資本比率・総資産経常利益率・資本金

●株価の推移※

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（円）

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

売上高 1,789,005 2,023,722 2,278,374 2,481,481 2,729,657 2,887,912 2,721,094 2,025,546 2,317,043 2,160,732

経常利益 240,983 320,616 396,250 440,711 523,996 552,843 359,086 142,684 274,742 282,052

純利益 144,185 228,667 249,251 289,294 337,520 366,973 224,135 80,778 152,498 173,201

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

国　　内 298,905 338,965 359,840 367,271 392,855 379,055 350,094 276,385 283,291 270,895

海　　外 1,490,099 1,684,757 1,918,534 2,114,210 2,336,802 2,508,857 2,371,000 1,749,161 2,033,752 1,889,837

輸出比率（％） 83.3 83.3 84.2 85.2 85.6 86.9 87.1 86.4 87.8 87.5

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

総資産 1,848,137 2,059,317 2,384,803 2,652,847 2,938,072 2,790,892 2,618,998 2,551,100 2,603,429 2,511,608

純資産※ 1,235,310 1,444,160 1,651,407 1,875,433 2,109,283 1,890,566 1,865,005 1,812,718 1,811,901 1,729,096

自己資本比率 （％）※ 66.8 70.1 69.2 70.7 71.8 67.7 71.2 71.0 69.5 68.8

総資産経常利益率 （％）※ 13.7 16.4 17.8 17.5 18.7 19.3 13.3 5.5 10.7 11.0

資本金 167,242 168,892 173,864 174,438 174,603 174,698 174,762 174,762 174,762 174,762

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

最高値 3,500 4,140 3,880 4,780 6,780 7,450 5,820 4,070 4,520 4,280

最安値 2,413 2,607 3,273 3,460 4,567 5,190 2,215 2,115 3,205 3,220

※ 「純資産」「自己資本比率」「総資産経常利益率」は、2005年まではそれぞれ「株主資本」「株主資本比率」「総資本経常利益率」を開示。

※ 2006年7月1日付をもって普通株式1株につき1.5株の割合で株式分割いたしました。2005年以前の値は分割後の値に換算して表示。

●事業別売上高  （百万円）

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

オフィス 1,137,385 1,164,352 1,239,076 1,324,713 1,501,100 1,601,242 1,466,975 1,021,285 1,185,103 1,090,142

コンシューマ 561,360 731,741 865,607 960,364 1,062,345 1,169,000 1,105,067 950,554 1,024,674 988,795

産業機器その他 90,260 127,629 173,691 196,404 166,212 117,670 149,052 53,707 107,266 81,795

●経常利益の推移（単位：億円）
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●株価の推移 （単位：円）
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●米国特許登録件数・特許出願公開件数・特許権収入

●2001～2010年米国特許登録件数上位10社※

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

米国特許登録件数※1 1,893 1,992 1,805 1,828 2,367 1,983 2,107 2,200 2,551 2,813

特許出願公開件数※2 9,562 10,372 10,317 9,273 11,509 8,997 7,190 7,243 6,954 6,515

特許権収入（百万円） 20,239 21,690 22,357 20,924 28,069 30,709 25,180 30,344 16,882 17,120

順位
2001 2002 2003 2004 2005

権利者 件数 権利者 件数 権利者 件数 権利者 件数 権利者 件数

1 IBM 3,411 IBM 3,288 IBM 3,415 IBM 3,248 IBM 2,941

2 NEC 1,953 キヤノン 1,893 キヤノン 1,992 松下電器産業 1,934 キヤノン 1,828

3 キヤノン 1,877 MICRON TECHNOLOGY 1,833 日立製作所 1,893 キヤノン 1,805 HEWLETT-PACKARD 1,797

4 MICRON TECHNOLOGY 1,643 NEC 1,821 松下電器産業 1,774 HEWLETT-PACKARD 1,775 松下電器産業 1,688

5 SAMSUNG ELECTRONICS 1,450 日立製作所 1,602 MICRON TECHNOLOGY 1,707 MICRON TECHNOLOGY 1,760 SAMSUNG ELECTRONICS 1,641

6 松下電器産業 1,440 松下電器産業 1,544 INTEL 1,592 SAMSUNG ELECTRONICS 1,604 MICRON TECHNOLOGY 1,561

7 ソニー 1,363 ソニー 1,434 ROYAL PHILIPS ELECTRONICS 1,353 INTEL 1,601 INTEL 1,549

8 日立製作所 1,271 GENERAL ELECTRIC 1,416 SAMSUNG ELECTRONICS 1,313 日立製作所 1,513 日立製作所 1,271

9 三菱電機 1,184 HEWLETT-PACKARD 1,385 ソニー 1,311 東芝 1,311 東芝 1,258

10 富士通 1,166 三菱電機 1,373 富士通 1,302 ソニー 1,305 富士通 1,154

順位
2006 2007 2008 2009 2010

権利者 件数 権利者 件数 権利者 件数 権利者 件数 権利者 件数

1 IBM 3,621 IBM 3,125 IBM 4,169 IBM 4,887 IBM 5,866

2 SAMSUNG ELECTRONICS 2,451 SAMSUNG ELECTRONICS 2,723 SAMSUNG ELECTRONICS 3,502 SAMSUNG ELECTRONICS 3,592 SAMSUNG ELECTRONICS 4,518

3 キヤノン 2,367 キヤノン 1,983 キヤノン 2,107 MICROSOFT 2,901 MICROSOFT 3,086

4 松下電器産業 2,229 松下電器産業 1,910 MICROSOFT 2,026 キヤノン 2,200 キヤノン 2,551

5 HEWLETT-PACKARD 2,099 INTEL 1,864 INTEL 1,772 パナソニック 1,806 パナソニック 2,456

6 INTEL 1,959 MICROSOFT 1,637 パナソニック 1,737 東芝 1,669 東芝 2,212

7 ソニー 1,771 東芝 1,519 東芝 1,575 ソニー 1,656 ソニー 2,130

8 日立製作所 1,732 MICRON TECHNOLOGY 1,476 富士通 1,475 INTEL 1,534 INTEL 1,652

9 東芝 1,672 HEWLETT-PACKARD 1,466 ソニー 1,461 セイコーエプソン 1,328 HEWLETT-PACKARD 1,489

10 MICRON TECHNOLOGY 1,610 ソニー 1,454 HEWLETT-PACKARD 1,422 HEWLETT-PACKARD 1,269 LG ELECTRONICS 1,488

※1  米国商務省発表による。ただし、2010年までは年間合計件数として発表された数値。2011年は、週間合計件数として公開された数値をもとに年間合計件数を算出。
※2  社内検索システムP/Net調べ。

※ 米国商務省発表による。2008年以降は発表数値をもとに算出。

●2011年米国特許登録件数上位10社※ 

順位
権利者 件数

総合 日本企業

1 IBM 6,163

2 SAMSUNG ELECTRONICS 4,899

3 1 キヤノン 2,813

4 2 パナソニック 2,566

5 3 東芝 2,478

6 MICROSOFT 2,306

7 4 ソニー 2,282

8 5 セイコーエプソン 1,535

9 HON HAI PRECISION INDUSTRY 1,485

10 6 日立製作所 1,464

※米国商務省発表による。週間合計件数として公開された数値をもとに算出。
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キヤノン株式会社役員（2012年4月1日現在）

代表取締役会長兼社長  CEO

御手洗  冨士夫
代表取締役副社長 CFO

田中　稔三
経理本部長
ファシリティ管理本部長

代表取締役副社長 CTO

生駒　俊明
総合R&D本部長

取締役副社長

渡部　國男
企画本部長

専務取締役

足達　洋六
Canon U.S.A., Inc.社長
　

専務取締役

本間　利夫
調達本部長

専務取締役

三橋　康夫
周辺機器事業本部長

専務取締役

松本　繁幸
デバイス開発本部長

常勤監査役

浦元　献吾
取締役

長澤　健一
知的財産法務本部長

取締役

大塚　尚次
インクジェット事業本部長

取締役

荒木　誠
情報通信システム本部長

監査役

大江　忠
取締役

鵜澤　繁行
光学機器事業本部長

取締役

末松　浩之
環境品質本部長

常勤監査役

恩田　俊二

キヤノン株式会社の組織 (2012年4月1日現在）

秘書室

製品法務推進室

経営監理室

法務統括センター

情報通信システム本部

情報システムセンター
技術システムセンター

環境品質本部

環境企画センター
環境推進センター
品質標準センター

企画本部

取　締　役　会

会　　　　　長

経　営　戦　略　委　員　会

人事本部

経理本部

調達本部

グローバル調達統括センター

グローバル購買センター

人材開発センター

社　　　　　長

副　　社　　長

IT統合推進センター

グローバル財務経理統括センター
グローバル経営管理統括センター
グローバル経理企画統括センター

監　査　役　会

ファシリティ管理本部

グローバル調達推進センター

経　営　会　議

品質評価センター

事　業　審　議　委　員　会

企　業　倫　理　委　員　会

内　部　統　制　委　員　会

開　示　情　報　委　員　会

総合デザインセンター

ロジスティクス統括センター

RDT戦略推進センター

ファシリティ統括センター
ファシリティ推進センター

総合企画センター
事業開発推進センター

渉外本部

製品品質センター
市場品質センター

知的財産法務本部

知的財産業務センター
知的財産渉外センター

生産技術本部

生産技術推進センター

生産技術研究所
生産技術センター

生産機器統括センター

デジタルプラットフォーム開発本部

SOCデザインセンター

ソフトウェア応用技術開発センター
ソフトウェア基盤技術開発センター

知的財産技術センター

FA開発センター
成形金型開発センター
生産設計技術センター
CEセンター

画像技術開発センター
通信システム開発センター
デジタルシステム開発センター

デバイス開発本部

半導体デバイス要素開発センター
半導体デバイス製品開発センター
半導体デバイス工場
OD開発センター

ディスプレイ事業推進プロジェクト

ディスプレイ開発センター

ものづくり統括本部

生産革新推進センター
ものづくり人材育成センター

総合R&D本部

新規事業技術開発統括部門

オプティクス技術開発センター
精密技術開発センター

ナノ材料・分析技術開発センター
先端システム技術開発センター
解析技術開発センター
映像情報処理技術開発センター

基盤技術開発統括部門

記録デバイスシステム開発センター
記録プロセス・材料開発センター

計測システム技術開発センター

記録技術開発統括部門

技術フロンティア研究センター
医用イメージング推進プロジェクト

EB推進プロジェクト

CKI推進センター
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景山　幸郎
ものづくり統括本部長

山田　昌敬
映像事務機事業本部副事業本部長

Seymour Liebman
Canon U.S.A., Inc. 執行副社長

岡田　正人
イメージコミュニケーション事業本部
副事業本部長

橋本　幸明
医療機器事業部長

木村　彰良
映像事務機事業本部副事業本部長 

小川　一登
Canon Canada Inc. 社長 

小林　健治
Canon France S.A.S. 社長

海老沼　隆一
基盤技術開発統括部門長

Rokus van Iperen
Canon Europa N.V. 社長
Canon Europe Ltd. 社長

〈常務執行役員〉

〈執行役員〉

野口　秋生
周辺機器事業本部副事業本部長

　

石塚　雄一
Canon U.S.A., Inc. 執行副社長 

脇屋　相武
経理本部副本部長 

野口　一彦
渉外本部長

大野　和人
人事本部長

小山内　英司
生産技術本部副本部長 

武石　洋明
半導体機器事業部長

執行役員

監査役

渡辺　和紀
監査役

北村　国芳

常務取締役

小澤　秀樹
キヤノン（中国）有限公司
社長

常務取締役

眞榮田　雅也
イメージコミュニケーション
事業本部長

取締役

谷　泰弘
デジタルプラットフォーム
開発本部長

専務取締役

本田　晴久
生産技術本部長

専務取締役

中岡　正喜
映像事務機事業本部長

映像事務機事業本部

映像事務機商品企画センター
映像事務機事業統括センター

映像事務機構造改革推進センター

映像事務機サービス統括センター
映像事務機生産統括センター

映像事務機品質保証センター
映像事務機取手工場

映像事務機デバイス技術開発センター
映像事務機デバイス開発センター

映像事務機システム開発センター
映像事務機DS開発センター
映像事務機ユーザビリティ開発センター

映像事務機開発統括部門

映像事務機プロダクションシステム事業部

映像事務機スモールオフィスシステム事業部

映像事務機ドキュメントソリューション事業部

映像事務機ビジネスサポート事業部

映像事務機化成品事業部

映像事務機コーポレートシステム事業部

周辺機器事業本部

周辺機器事業企画センター
化成品事業企画センター

周辺機器第一開発センター

周辺機器販売推進センター
周辺機器開発推進センター

周辺機器第二開発センター
化成開発センター
機能部品開発センター
カートリッジ技術推進センター
カートリッジ開発センター
周辺機器品質保証センター
化成品品質保証センター
周辺機器グローバル生産統括センター

カートリッジ量産技術統括センター

Lプリンタ事業企画センター
Lプリンタ販売推進センター
Lプリンタ統括開発センター

Lプリンタ戦略企画センター

Lプリンタデバイス開発センター
Lプリンタシステム開発センター

Lプリンタ生産統括センター

イメージコミュニケーション事業本部

ICP事業企画センター

ICP第三開発センター
ICP第二開発センター
ICP第一開発センター
光学技術統括開発センター

ICP 統括第一開発センター
ICP 統括第二開発センター

ICP第五開発センター
ICP品質評価センター
ICP品質保証センター

宇都宮工場

ICP第一事業部

ICP第四事業部

ICP第三事業部

ICP第二事業部

ICP第五事業部

インクジェット事業本部

インクジェットマーケティングセンター

インクジェット事業本部管理センター

インクジェットデバイス事業企画センター
インクジェット化成品事業企画センター

インクジェットグローバル生産統括センター
インクジェット品質保証センター

インクジェットデバイス開発センター
インクジェット技術開発センター

インクジェットシステム開発センター
インクジェットコンポーネント開発センター
インクジェットエンジニアリング開発センター
インクジェット材料開発センター

インクジェット開発統括部門

インクジェット事業企画統括部門

コマーシャルインクジェット事業企画センター
コマーシャルインクジェット開発センター

コマーシャルインクジェット事業部

Lプリンタ事業部

ICP第四開発センター

映像事務機材料開発センター

Lプリンタ品質保証センター

オフィスビジネスユニット コンシューマビジネスユニット

光学機器事業本部

光機事業統括センター

光学機器工場

半導体機器第二PLMセンター

半導体機器販売センター
半導体機器CSセンター
半導体機器第一PLMセンター

半導体機器事業部

医療機器第一開発センター

医療機器事業部

液晶機器設計センター
液晶機器販売センター

液晶機器事業部

産業機器ビジネスユニット

医療機器第二開発センター

周辺機器材料生産統括センター
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  ●国産初の半導体焼付装置「PPC-1」を発売

1971  ● キヤノン事務機販売、キヤノンカメラ販売を一本
化 、キヤノン販売株式会社スタート

  ●  最高級一眼レフカメラ「キヤノンF-1」およびFD
レンズ発売

  ●  ビリングマシン「BP-1000」発売 、事務機用
コンピューター分野へ進出

1972  ● ヨーロッパ初の生産拠点、キヤノンギーセン（当
時、Physotec GmbH・ドイツ）を設立

  ●世界初の液乾式普通紙複写機「NP-L7」発売

1973  ●キヤノンドイツを設立
  ●日本初のフルカラー普通紙複写機を発表
  ●  35ミリ映画用マクロズームレンズが、米国映画

アカデミー科学技術部門賞受賞

1974  ● 前田武男、キヤノン株式会社代表取締役社長に
就任

  ● キヤノンビジネスマシンズ（アメリカ・カリフォル
ニア州）を設立

  ●  株式会社オプトロン（現キヤノンオプトロン株式
会社）を設立

  ●オフィスコンピューター「キヤノナック100/500」発売
  ●  身障者用携帯テープライター「コミュニケータ」

を発表
  ●盲人用電子読書器「オプタコン」販売開始

1975  ●キヤノンフランスを設立
  ●レーザビームプリンタ（LBP）の開発に成功

1976  ● 第一次優良企業構想スタート、キヤノン式開発・
生産・販売システム検討委員会発足

  ●光学機器の拠点として小杉事業所が完成
  ●キヤノンビジネスマシーンズ（現キヤノンU.K.）設立
  ●ファクシミリ事業に進出
  ●  マイコン搭載カメラ「AE-1」発売、AE一眼ブーム

となる
  ●世界初の無散瞳眼底カメラ「CR-45NM」発売

1977  ● 賀来龍三郎、キヤノン株式会社代表取締役社長
に就任

  ●  栃木キヤノン（株）宇都宮工場（現キヤノン宇都宮
工場）が完成

  ●  35ミリ映画用レンズK-35シリーズが、米国映画
アカデミー科学技術部門賞受賞

1933  ● 東京麻布六本木に高級小型写真機の研究を
目的とする精機光学研究所を開設

1934  ●  国産初の35ミリフォーカルプレーンシャッター
カメラ「KWANON（カンノン）」試作

1935  ●商標CANON出願

1936  ●  35ミリフォーカルプレーンシャッターカメラ
「ハンザキヤノン」発売

1937  ●精機光学工業株式会社として創業

1939  ●レンズ（セレナーと命名）の自社生産に着手

1940  ●国産初のX線間接撮影カメラを開発

1942  ●御手洗毅、精機光学工業株式会社社長に就任

1945  ●  フォーカルプレーンシャッターカメラ「普及型  
（ JⅡ）」の生産再開

1946  ●銀座カメラサービスステーションを開設
  ●  戦後初のカメラ新製品「キヤノンSⅡ」発売 、

進駐将兵、来日バイヤーに好評を博す

1947  ●キヤノンカメラ株式会社に社名変更
  ●  貿易再開に際し 、貿易上最適輸出品として、

当局の指定を受ける

1949  ●証券取引所再開と同時に株式を上場
  ●  全米カメラ展示会（サンフランシスコ）において、

キヤノンⅡB型が1等賞を受賞

1951  ●東京都大田区下丸子に本社、工場を集結

1952  ●  世界初のスピードライト同調35mmカメラ
「ⅣSb」発売

1954  ●  テレビ放送開始にそなえ、NHK技術研究所と
テレビカメラを共同開発

1955  ●ニューヨーク支店開設

1956  ● キヤノン電子（当時、秩父英工舎）が関係会社となる
  ●  8ミリシネカメラ「8T」発売

1957  ● 欧州総代理店としてキヤノンヨーロッパ（ジュ
ネーブ）開設

  ●  スチルカメラ「L1」、8ミリシネカメラ「8T」が、
日本初のグッドデザイン商品の選定を受ける

1958  ●TVカメラ用フィールドズームレンズ発売

1959  ●ドキュマット社と提携、マイクロ機器分野に進出
  ●磁気ヘッドの分野に進出
  ●  キヤノン初の一眼レフカメラ「キヤノンフレックス」発売
  ●シンクロリーダー発売

1960  ●VTR用磁気ヘッドを開発

1961  ●取手本工場（現取手事業所）完成
● 「キヤノネット」発売、爆発的な売上を記録、
EEカメラブーム起こる

  ●国産初の輪転式マイクロフィルムシステムを完成

1962  ● 第一次5カ年計画を策定、事務機分野への本格的
取り組みを開始

  ● パナマに中南米総代理店、キヤノンラテンアメ
リカ開設

1963  ● キヤノンSAジュネーブ設立、総代理店制を廃止
し、キヤノン本社直属の販売体制スタート

  ●光ファイバーの開発に着手
  ●X線ミラーカメラ発売

1964  ●  8mmシネカメラおよびレンズの専門工場として
玉川工場（現玉川事業所）が完成

  ● 世界初のテン（10）キー式電卓「キヤノーラ130」発売

1965  ●キヤノンU.S.A.設立
  ●  エレクトロファックス方式の複写機「キヤノファッ

クス1000」を発表

1967  ● 創立30周年、「右手にカメラ、左手に事務機」を
スローガンに多角化を推進

  ●輸出比率が50％を超す
  ●現地法人キヤノンラテンアメリカ設立

1968  ●キヤノン事務機販売設立
  ● キヤノンアムステルダムN.V.（現キヤノンヨー

ロッパN.V.）設立
  ● 独自の電子写真方式「キヤノンNPシステム」を

発表、普通紙複写機（PPC）分野に進出
  ●  キヤノン電子が4トラック4チャンネルステレオ

磁気ヘッドの量産化に成功

1969  ●キヤノン株式会社に社名変更
  ● キヤノンカメラ販売設立 、国内のカメラ販売

体制を強化
  ●中央研究所を目黒に開設
  ●カメラの生産工場として福島キヤノン設立

1970  ●日本以外で初の生産拠点、台湾キヤノン設立
  ●パーソナル電卓市場に進出
  ●国産初の普通紙複写機「NP-1100」発売

NP-1100（1970）

PPC-1（1970）

賀来龍三郎

KWANON（1934）

X線間接撮影カメラ（1940）

御手洗毅
キヤノーラ130（1964）

前田武男

キヤノンの歩み
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  ●キヤノンビジネスマシンズメキシコ設立
  ●長浜キヤノン設立

●“CSA”マーク（カナダ電気安全規格）の自社認
証制度認可資格を日本企業で初めて取得

  ●「PC/FC」シリーズ生産200万台を達成
  ●「カラーバブルジェットコピア1」発売
  ●光磁気ディスクシステムを販売開始
  ●“GENESIS”搭載の「キヤノフアクス705」発売
  ●  世界最高60万画素CCD搭載のスチルビデオ

カメラ「RC-760」発売
  ●フロッピーカメラ「Q-PIC」発売

1989  ●  山路敬三、キヤノン株式会社代表取締役社長に
就任

  ●  米国・NeXT社に資本参加、あわせて極東地域
販売権を取得

  ●キヤノン大連事務機有限公司（中国）設立
  ●NP複写機生産500万台を達成
  ●カラーステーション「カラーレーザーコピア500」発売

  ●手書き入力ができるAiノート「IN-3000」発売
  ●最高級AF一眼レフカメラ「EOS-1」発売
  ●  ハイエンド仕様の8ミリビデオカメラ「キヤノ

ビジョン8 A1」発売

1990  ●環境保証推進委員会を設置
  ●「カートリッジ回収リサイクルシステム」開始
  ●  キヤノンインフォメーションシステムズリサーチ

オーストラリア設立
  ●現キヤノンリサーチセンターフランス設立
  ●キヤノン珠海有限公司（中国）設立
  ●キヤノンハイテクタイランド設立
  ●  新潟キヤノテック（現キヤノンイメージングシス

テムズ）設立
  ●  世界初ファジー制御の高速複写機「NP9800」発売
  ●  バブルジェット方式ノート型プリンター「BJ-10」発売

  ●  光磁気ディスク採用の電子ファイル「キヤノフア
イル250」発売

  ● i線ステッパー「FPA-2000 i1」発売

  ●  デジタル方式の「レーザーコピアシステムNP-
9030」発売

  ●  世界最小・最軽量のレーザビームプリンタ「LBP-
8/CX」発売

  ●1MDRAM対応ステッパー「FPA-1500FA」発売
  ●  高品位TV（現ハイビジョン）用ズームレンズ

「PV14×12.5B HD」 を発表

1985  ● キヤノンバージニア設立
  ●米国・ヒューレットパッカード社とコンピューター 
 　　分野における業務協力関係を結ぶ
  ●  韓国に合弁会社ロッテキヤノン（現Canon 

Korea Business Solutions Inc.）設立
  ●  世界初のバブルジェット方式インクジェット

プリンター「BJ-80」発売
  ●複合電子ファイル「キヤノフアイル5500」発売
  ●電子編集印刷システム「EZPS 5300」発売
  ●  カメラ一体型8ミリビデオ「キヤノビジョン

8VM-E1」発売

1986  ● 独・シーメンス社とISDN用ファクシミリのインタ
フェース技術における業務協力関係を結ぶ

  ● 米国・イーストマンコダック社と最先端医療機器
分野における業務協力関係を結ぶ

  ●ポータブル複写機「ファミリーコピアFC-3/5」発売

  ●G4規格対応の「キヤノフアクスレーザー3100」発売
  ●  バブルジェット方式プリンター採用の卓上電卓

「キヤノーラBP1210-D」発売
  ●最高級エレクトロニクス一眼レフ「T90」発売
  ●  世界初のスチルビデオカメラ「RC-701」とビデ

オシステム発売
  ●  眼屈折力と角膜形状測定が一台でできる「オート

ケラトメーター RK-1」発売
  ●  測地衛星あじさいにコーナーキューブリフレク

ターを搭載

1987  ● ヨーロッパで日欧相互理解の研究を援助する
キヤノンヨーロッパ財団設立

  ●韓国・金星精密社にカメラ技術を供与、生産を開始
  ●  フルカラーデジタル複写機「カラーレーザー

コピア1」発売
  ●  オートフォーカス一眼レフシステム「EOS」および

EFレンズ群発売

  ●  普通紙にプリントする電子黒板「ボードコピア
A-1」発売

  ●キヤノワードαシリーズ販売開始
  ●  日本語対応のLBP「レーザショット」シリーズ発売
  ●世界最高倍率 、50倍TVズームレンズ発売
  ●  射出成形CAEシステムソフトウェア「CAPLAS」

外販開始

1988  ●  第二の創業を宣言、「共生」を企業理念とし、
グローバル企業構想（5ヵ年）スタート

  ●  日本以外で初の研究所、キヤノンリサーチセン
ターヨーロッパ（イギリス）設立

  ●キヤノンオプトマレーシア設立

1978  ●製品別の事業部制を導入
  ●キヤノンオーストラリア設立
  ●カラーコピーサービスを開始
  ●世界初のリテンション方式複写機「NP-8500」発売
  ●  世界初のレーザー走査オートアライメント機構

採用のマスクアライナー「PLA-500FA」発売

1979  ●コピアが関係会社となる
  ●キヤノンシンガポール設立
  ●海外売上が初めて1000億円を突破
  ●半導体レーザー内蔵の「LBP-10」発売

  ●AF全自動カメラ「オートボーイ」発売
  ●ミニフロッピーディスクドライブ発売

1980  ●  ローマ字入力初採用の日本語ワープロ「キヤノ
ワード55」発売

  ●  国産初のG2規格ファクシミリ「テレファクスB-601」
発売

  ●自動眼屈折力測定機「オートレフR-1」発売

1981  ●  コンポーネント開発センターとして平塚事業所を開設
   ●  ファクシミリの生産および精密金型製作の精機

工場として阿見事業所を開設
  ●  複写機・LBPの化成品生産工場として上野工場

を開設
  ●毎分135枚の超高速複写機「NP-8500SUPER」発売
  ●プロ用システム一眼レフ「New F-1」発売
  ●CVCビデオシステム発売

1982  ●第二次優良企業構想スタート
  ●大分キヤノン設立
  ●  世界初のカートリッジ方式複写機「ミニコピア

PC-10/PC-20」発売
  ●ハンディターミナル「HT-3000」発売
  ●16ビットパーソナルコンピューター「AS-100」発売
  ●欧文電子タイプライター「AP400/500」発売
  ●新生児聴覚検査装置「クリブ・オ・グラム」販売開始

1983  ●  キヤノンブルターニュ（フランス）設立
  ●  マスクアライナーおよび周辺機器の製造工場と

して宇都宮光学機器事業所を開設
  ●パーソナルワープロ「キヤノワードミニ5」発売
  ●クレジットカードサイズの電卓「マイカード」発売
  ●  一眼レフカメラ「T50」発売 、1983年度グッド

デザイン大賞受賞

1984  ● 中国にて技術合作契約締結、湛江・天津で複写機
の生産開始

  ●キヤノン・コンポーネンツ設立
  ●  世界初のＣＯＭ用普通紙リーダープリンター

「PCプリンター70」発売
  ●レーザーファクシミリを発表
  ●  ロサンゼルスオリンピックでスチルビデオカメラ

の実用テストが行われる

FC-3（1986）

カラーレーザーコピア 500（1989）

キヤノワード55（1980）

EOS 650（1987）

LBP-10（1979）

山路敬三

BJ-10v（1990）
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  ●大分キヤノンマテリアルを設立
  ●  キヤノンの光学技術が世界最大級の天体望遠鏡

「すばる」に貢献
  ●  新開発プリントヘッド技術、New「MicroFine 

Droplet Technology」搭載の「BJ F850」発売
  ●ヘッドマウントディスプレイ「GT270」発売

2000  ● ニューヨーク証券取引所に上場

  ●  グローバル技術・製品展「Canon EXPO 2000」
を開催

  ●日本VE協会よりマイルズ賞・企業本賞受賞
  ●宇都宮市に光学技術研究所が完成
  ● 国際的な省エネ技術賞である「IEA-DSM未来

複写機プロジェクト優秀技術賞」受賞
  ●コンパクトデジタルカメラ「IXY DIGITAL」発売
  ●  ドキュメント集配信機能を搭載した新世代ネット

ワーク複合機「iRシリーズ」発売
  ●  CMOSセンサーを搭載した一眼レフデジタル

カメラ「EOS D30」発売

2001  ●  「グローバル優良企業グループ構想」フェーズⅡ
スタート

  ●経営戦略委員会発足
  ●  ヨーロッパ本社・キヤノンヨーロッパLtd.をイギ

リスに設立。キヤノンヨーロッパN.V.（オランダ）
との2社共同による運営を開始

  ●  インクジェットプリンターの生産拠点として、
キヤノンベトナムを設立

  ●  中国・蘇州にグループ3社が複写機生産工場を設立
  ●  中国で3番目のLBP生産拠点、キヤノン（中山）

事務機有限公司を設立
  ●DOレンズ（積層型回折光学素子）開発
  ●  パソコンを介さずにインクジェットプリンターへの

直接プリントが可能な「カメラダイレクト」を提唱
  ●  環境配慮技術を盛り込んだ「imageRUNNER 

iR3300」発売

2002  ●  御手洗冨士夫、日本政府より「企業改革経営者
表彰」の第１回受賞者に選ばれる

  ●新本社棟が東京・下丸子に完成
  ●上野キヤノンマテリアル株式会社を設立
  ● 35mmフルサイズ、約1110万画素CMOSセン

サーを搭載したプロ用最高級デジタルAF一眼
レフカメラ「EOS-1Ds」発売

  ●  新開発4連垂直インラインエンジン搭載「LBP-
2810/2710」発売

  ●  新開発カラー iRコントローラー搭載のカラー
ネットワーク複合機「iR C3200/C3200N」発売

  ●カートリッジ回収1000万本を達成
  ●  34年ぶりに双眼鏡市場に参入、バリアングルプリ

ズムによる手ブレ補正技術を搭載した「12×36 
IS」発売

  ●  キヤノン初のデジタル一眼レフカメラ「EOS 
DCS 3」発売

  ●  世界初の強誘電性液晶カラーディスプレイ
（FLCD）発売

  ●  一眼レフ用交換レンズとして世界初の手ブレ補正
ズームレンズ「EF75-300mm F4-5.6 IS USM」発売

  ●  4連感光ドラム高速カラー複写機「カラーレー
ザーコピア1000」発売

  ●  世界初の全自動ソーラーエネルギーカメラ
「オートボーイ SE」発売

1996  ●「グローバル優良企業グループ構想」スタート
  ●富士裾野リサーチパークを開設
  ●  トナーカートリッジの再生拠点、インダストリアル

リソーステクノロジーズ社を米国に設立
  ●キヤノンラテンアメリカ、マイアミに移転
  ●  キヤノンバージニア、再生複写機出荷5000台を達成
  ●  APS（新写真システム）対応の2倍ズームコンパ

クトカメラ「IXY」発売

  ●  エキシマレーザー採用のステッパー「FPA-
3000EX3」発売

1997  ●  環境に配慮した部品部材を優先購入するための
「グリーン調達規準書」作成、配布を開始

  ●キヤノン（中国）有限公司を設立
  ●  ソリューション・ビジネスとインフォメーション・

テクノロジーの拠点として、小杉事業所新棟開設
  ●  複写機の生産拠点として、中国に天津キヤノンを

設立
  ●カメラ生産1億台を達成

●   「MV1」発売、デジタルビデオカメラ事業に本格参入

1998  ●経営革新委員会発足
  ●生産革新が全社的にスタート
  ●  国内で複写機の再製造事業を開始、複写機再製

造の日米欧3極体制を確立
  ●  キヤノンソフトウェアデベロップメントセンター

をニューデリーに開設
  ●  東京電子設計（現キヤノンアイテック）に資本参加
  ●  北京大学と合弁でソフトウェア開発を目的とした

新会社、佳能信息技術（現Canon Information 
Technology (Beijing) Co., Ltd.）を設立

  ●キヤノンミドルイーストを設立
  ●  HDTVに対応した放送用レンズ「DIGISUPER 

25 xs」を開発
  ● 45点エリアAFを搭載したプロ・ハイアマ向けの

高級AF一眼レフカメラ「EOS-3」発売
  ●  大画面平面センサーを搭載したX線画像デジ

タル撮影装置「CXD I -11」発売

1999  ●  半導体関連デバイスの研究開発体制強化を
目的とした綾瀬事業所が完成

1991  ●  カートリッジ回収・リサイクルなどにより、ナショナ
ルジオグラフィックソサエティ第1回会長賞受賞

  ●  世界で初めて強誘電性液晶ディスプレイ（FLCD）
の開発に成功

  ●  統一規格V Lマウントシステムを採用した交換
レンズ方式8ミリビデオカメラ「LX-1」発売

1992  ●  キヤノン精工とキヤノンケミカルが合併、キヤノン
化成株式会社が発足

  ●  電卓事業を担当する、キヤノン電産香港有限公司
が業務開始

  ●LBP生産1000万台を達成
  ●カートリッジ生産1億本を達成
  ●  世界で初めて J B I G（次世代画像符号化国際

標準）完全準拠1チップLS Iの開発に成功
  ●  財団法人NHKエンジニアリングサービスと共同

で、ハイビジョン高速カメラを開発
  ●  世界初の偽造防止技術搭載の「カラーレーザー

コピア550」発売
  ● コンピューターとの連携も可能な高画質デジ

タル複写機「GP55」発売
  ●エコロジー設計の「NP6030」発売
  ●  キヤノン初のフルカラーインクジェットプリンター

「BJC-820」発売
  ●世界初視線入力方式採用の「EOS5」発売
  ●  手ブレ防止のバリアングルプリズム内蔵ビデオ

レンズ「T10G-RF」発売

1993  ●  御手洗肇、キヤノン株式会社代表取締役社長に
就任

  ●第二次グローバル企業構想（5ヵ年）スタート
  ●環境憲章制定
  ●複写機生産1000万台を達成
  ●  世界初のプリンター内蔵ノート型パソコンを

日本I BMと共同開発
  ●  インクジェットフルカラー複写機「ピクセル

ジェットS」発売
  ●  ストロボ内蔵型・軽量一眼レフカメラ「EOS 

Kiss」発売

1994  ●  米国・IBM社とパワー PC小型コンピューターの
開発・生産で提携

  ●マスクアライナー出荷5000台を達成
  ●インクジェットプリンター生産1000万台を達成

●（社）発明協会の全国発明表彰で「B J プリンタ
装置の発明」が恩賜発明賞受賞

  ●  世界初のフルカラー自動両面印刷を実現した
「カラーレーザーコピア800」発売

  ●  視線入力、光学式手ブレ補正搭載のビデオカメラ
「ムービーボーイE1」発売

1995  ●  御手洗冨士夫、キヤノン株式会社代表取締役社長
に就任

  ●CS推進委員会を設置
  ●  英国の環境管理規格である“BS7750”の認証を

日本企業で初めて阿見事業所、上野工場が取得
  ●  複写機の再生拠点として、米国バージニア州に

カスタムインテグレーテッドテクノロジー社を設立

imageRUNNER iR3300（2001）

カラーレーザーコピア 1000（1995）

IXY（1996）

御手洗冨士夫

御手洗肇
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2003  ●  キヤノンアプテックスとコピアが合併、キヤノン
ファインテック株式会社としてスタート

  ●  インクジェットプリンター事業における高付加
価値型量産拠点として、福島キヤノンを設立

  ●キヤノン中国、15の国内支店開設
  ●キヤノン技術情報サービス株式会社を設立
  ●環境配慮型の製品輸送モーダルシフトを開始
  ●  世界最高倍率の100倍ズームTVレンズ

「DIGISUPER 100 xs」発売

  ●  超小型ノートブックタイプのインクジェットプリン
ター「PIXUS 50 i」発売

  ●  全色顔料インク採用の大判インクジェットプリン
ター「W8200」発売

  ●  解像度80nmのArFスキャニングステッパー
「FPA-6000AS4」出荷開始

  ●  普及型デジタルAF一眼レフカメラ、高画質・小型
軽量・簡単操作の「EOS Kiss Digital」発売

  ●  映像エンジンDIG IC搭載の「IXY DIGITAL 
400」発売

  ●  RoHS指令を先取りしたカラーネットワーク複合機
「Color imageRUNNER iR C6800」発売

2004  ●  キヤノン株式会社の1単元の株式数を1000株
から100株に変更

  ●  初の個人投資家説明会を開催
  ●  インクジェットプリンターの開発部門を集結した

矢向事業所を開設
  ●  キヤノン精機と弘前精機が合併、キヤノンプレシ

ジョン株式会社が発足
  ●  キヤノン・エヌ・ティー・シーをキヤノンエコロ

ジーインダストリー株式会社とキヤノンセミコン
ダクターエクィップメント株式会社に会社分割

  ●キヤノンロシアを設立
  ●  イガリモールドとの間で株式を交換、完全子会社化
  ●インクジェットプリンター出荷1億台を突破
  ●  写真もビデオも高画質のDIGIC DV搭載のデジ

タルビデオカメラ「IXY DV M3」発売
●「ChromaLife100」搭載、デザインを一新した
インクジェットプリンター「PIXUS iP8600」発売

  ●  新開発光学エンジン「AISYS」搭載の液晶プロ
ジェクター「パワープロジェクター SX50」発売

2005  ●  新製品や将来技術を展示した「Canon EXPO 
2005」をニューヨーク、パリ、東京にて開催

●「コンプライアンス・カード」をキヤノングループ
社員11万人に配布

  ●下丸子本社に先端技術研究棟を開設
  ●東京工業大学と産学連携協定を締結
  ●  米国・マイクロソフト社と映像処理技術分野に

おいての提携に合意
  ●  キヤノングループ、ISO14001のグループ統合

認証を取得
  ●  アネルバ株式会社およびNECマシナリー株式会

社を連結子会社化

●  「リアルタイムX線撮影装置用大画面センサーの
発明」で、二度目の恩賜発明賞受賞

  ●  HDV規格対応のHDビデオカメラ「XL H1」発売

2006  ●  内田恒二、キヤノン株式会社代表取締役社長に
就任。御手洗冨士夫代表取締役会長との新体制
スタート

  ●  御手洗冨士夫会長、（社）日本経済団体連合会
の2代目会長に就任

●「グローバル優良企業グループ構想」フェーズⅢ
スタート

  ●  キヤノン販売がキヤノンマーケティングジャパン
株式会社に社名変更

  ●  普通株式1株につき、1.5株の割合で株式分割を実施
  ●  グローバルリーダー育成のための研修拠点となる、

Canon Global Management Instituteを開設
  ●  京都大学と「高次生体イメージング先端テクノ

ハブ」プロジェクトで協同研究開発を開始
  ●  宇都宮大学と光学に関する教育研究センターの

設立に合意
  ●  キヤノンアネルバ、HDDヘッドセンサーで「日本

真空工業会会長賞」受賞
  ●  キヤノンオプトロン、世界最大級の蛍石を米国

天文台に納入
  ●  新開発・12色顔料インク「LUCIA」を搭載した60

インチ幅対応の「imagePROGRAF iPF9000」発売
  ●  DIGICⅢ、フェイスキャッチテクノロジー搭載の

「IXY DIGITAL 900 IS」発売
  ●  新開発の動画用CMOSセンサー搭載のデジタル

ハイビジョン撮影対応HDVビデオカメラ「HV10」
発売

  ●  直感的に機能を使いこなせるEasy-Scrol l 
Wheelを搭載した「PIXUS MP600」発売

  ●コンパクトフォトプリンター「SELPHY ES1」発売
  ●  デジタル商業印刷用複合機「imagePRESS C1」発売

2007  ●2007「日中文化・スポーツ交流年」に協力
  ●  有機ELディスプレイ製造装置の開発・設計・製造・

販売を行うトッキ株式会社（現キヤノントッキ
株式会社）を連結子会社化

  ● 3社に分散していた金型事業を統合し、キヤノン
モールド株式会社を設立

  ●キヤノンとして初めて自己株式の取得を実施
  ●5000万画素CMOSセンサーの試作に成功
  ●川崎事業所を開設
  ●  京都文化協会と共同で推進する文化財未来継承

プロジェクト（愛称：綴プロジェクト）を発足
  ●下丸子本社内に「御手洗毅記念館」を開設
  ●  デジタル商業印刷機に本格参入、「imagePRESS 

C7000VP」発売。日刊工業新聞社第50回十大
新製品賞「増田賞」を受賞

  ●  新プラットフォーム採用の第8世代基板対応液晶
露光装置 「MPAsp-H700」発売

  ● 35mmフルサイズ、約2110万画素CMOSセン
サー搭載、最高約5コマ/秒を実現したデジタル
一眼レフカメラ「EOS-1Ds MarkⅢ」発売

  ● 10色顔料インク採用のプロ向けフォトインク
ジェットプリンター「PIXUS Pro9500」発売

  ●  世界初の環境光補正プリント機能搭載の大判
インクジェットプリンター「imagePROGRAF 
iPF6100」発売

  ●  内蔵ハードディスク搭載のHDビデオカメラ
「iVIS HG10」発売

2008  ●日田キヤノンマテリアル株式会社を設立
  ●長崎キヤノン株式会社を設立
  ●  一般財団法人キヤノングローバル戦略研究所

およびキヤノン財団を設立
  ●  キヤノンアネルバの研究者が第6回産学官連携

功労者表彰で内閣総理大臣賞受賞
  ●一眼レフカメラ生産5000万台を達成
  ●コンパクトデジタルカメラ生産1億台を達成
  ●  自社開発の反射型液晶パネルLCOS搭載の液晶

プロジェクター「パワープロジェクター SX80」発売
  ● デジタル一眼レフカメラとして初めてフルHD

動画撮影を実現した「EOS 5D Mark Ⅱ」発売

  ●  コンパクトデジタルカメラ初のキヤノン製CMOS
センサー搭載の「PowerShot SX1 IS」発売

2009  ●キヤノンヨーロッパ、本社機能をロンドンに統合
  ●  米国・ヒューレットパッカード社とソリューション

分野で業務提携
  ●キヤノンアスリートクラブ九州を発足
  ●  下丸子本社敷地内に東京都認証保育所ポピンズ

ナーサリー多摩川を開設
  ●  キヤノンウィンド、障がい者の雇用を促進する

法律に基づいた特例子会社の認定を受ける
  ●  キヤノンバージニア、トナーカートリッジ新工場棟

を唆工
  ●EFレンズ生産5000万本を達成
  ●  X線デジタルカメラ「CXDIシリーズ」生産1万台

を達成
  ●  IT環境との連携を強化した新世代オフィスネット

ワーク複合機「imageRUNNER ADVANCE
シリーズ」発売

  ●  DIGIC DVⅢ搭載のフルHDデジタルビデオカメラ
「iVIS HF20」発売

  ●  最高8コマ/秒、ISO12800を実現したデジタル
一眼レフカメラ「EOS 7D」発売

  ●  A4カラー約8.1ipmの高速プリントを実現した
インクジェット複合機「PIXUS MP640」発売

  ●  広角端28mmでF2.0の大口径レンズ搭載の
コンパクトデジタルカメラ「PowerShot S90」
発売

  ●  角度ブレとシフトブレの両方を補正するハイブ
リッドISを搭載したレンズ「EF100mm F2.8L
マクロ IS USM」発売

  ●  散瞳・無散瞳一体型デジタル眼底カメラ「CX-1」
発売

PIXUS iP8600（2004）

DIGISUPER 100 xs（2003）

内田恒二

imageRUNNER ADVANCE C5051（2009）

EOS 5D MarkⅡ（2008）
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EOS-1D X
●約1810万画素 フルサイズセンサー
●デュアル DIGIC 5+による高画質・低ノイズ
●最高約12コマ/秒の高速連続撮影

EOS 60D
●約1800万画素APS-Cサイズセンサー
●約5.3コマ/秒の連続撮影、フルHD動画
●バリアングル液晶モニター

EOS 7D
●約1800万画素APS-Cサイズセンサー
●約8コマ/秒の高速連続撮影、フルHD動画
●視野率約100％・倍率約1.0倍光学ファインダー

EOS 5D Mark Ⅲ
●約2230万画素フルサイズセンサー
●幅広いISO感度（常用100-25600）
●約6コマ/秒の連続撮影、フルHD動画

EFレンズ
● EOSシリーズ対応
●純正レンズならではの高画質
●超広角から超望遠までラインアップ

EFシネマレンズ
●デジタルシネマ（4K）対応の高い光学性能
●映画制作に最適な高い操作性、堅牢性
●幅広い撮影シーンに対応するラインアップ

EOS Kiss X5
●約1800万画素APS-Cサイズセンサー
●約3.7コマ/秒の連続撮影、フルHD動画
●シーンインテリジェントオートモード

デジタル一眼レフカメラ

キヤノンのデジタル一眼レフカメラ

は写真表現のさらなる進化に

挑み続けています。長年の写真

ノウハウと最先端のデジタル技術

を融合。基幹技術となる「レンズ」

「イメージセンサー」「映像エン

ジン」も独自開発しています。

交換レンズ

高画質と操作性の両立のために進

化を重ねる、キヤノンの交換レンズ。

キヤノンは大口径非球面レンズ、

反射防止膜SWCなど、最先端技術

を開発しています。さらに、映画など

に要求される高品位な映像表現

を可能にする、EFシネマレンズを

ラインアップに加えました。 

2010  ●  新製品や将来技術の展示により、キヤノングループ
の方向性、ビジョンを提示する「Canon EXPO 
2010」をニューヨーク、パリ、東京にて開催

  ●オランダ・オセ社を連結子会社化
  ●  ポーランド・オプトポルテクノロジー社を連結

子会社化
  ●   「2010年上海国際博覧会」（上海万博）日本館に

展示協力
  ●  APS-Hサイズで世界最高の約1億2000万画素

CMOSセンサーの開発に成功
  ●  チップサイズ202×205mmの世界最大・超高感

度CMOSセンサーの開発に成功
  ●  富士通（株）とマネージドサービス分野における

協業に合意
  ●  光学10倍ズームレンズ搭載機で世界最薄、フル

HD動画撮影機能を搭載したコンパクトデジタル
カメラ「IXY 50S」発売

  ●  光学18倍ズームレンズと3板式フルHD CMOS
センサーを搭載したファイルベース記録形式の
業務用デジタルビデオカメラ「XF305」発売

  ●  デザインを一新、必要なキーが発光する
「Intelligent Touch System」を搭載したインク
ジェット複合機「PIXUS MG 6130/MG8130」発売

  ●  コンパクトボディを追求したオフィスネットワーク
複合機「imageRUNNER ADVANCE C2000
シリーズ」発売

  ●  ワイヤレスタイプのX線デジタル撮影装置
「CXDI-70C Wireless」発売

2011  ●  「グローバル優良企業グループ構想」フェーズⅣ
スタート

  ●  「Canon EXPO 2011 in Shanghai」を上海にて
開催

  ●  医療用ITソリューションベンダーのフランス・
メディアンテクノロジーズ社と提携

  ●  「ポータブルX線デジタル撮影システム」を東日本
大震災被災地に提供

  ●  京都大学医学部附属病院「先端医療機器開発・
臨床研究センター」が竣工

  ●  映像制作用のレンズ・カメラで構成する「CINEMA 
EOS SYSTEM」発表、映像制作市場へ本格参入

  ●  GPS機能を搭載した光学14倍ズームのコンパクト
デジタルカメラ「PowerShot SX230 HS」発売

  ●  クラウドサービス基盤「Canon Business 
Imaging Online」を利用した、クラウド型ドキュ
メントサービスを開始

  ●  キヤノンとオセ初の共同開発製品として、オセ製
プリンターコントローラーを搭載したデジタル
プロダクションプリンティングシステムを開発

  ●  業務用インクジェットプリンター「DreamLabo 
5000」発表、業務用フォトプリンター市場へ参入

  ●  基本性能をさらに進化させ、3色の本体カラ―を揃
えたインクジェット複合機「PIXUS MG6230」発売

2012  ●  御手洗冨士夫、キヤノン株式会社代表取締役
会長兼社長 CEOに就任

  ●  最高レベルの高画質・高速性能を兼ね備えた、
デジタル一眼レフカメラの最上位モデル「EOS-
1D X」発売

  ●  新開発・12色顔料インク「LUCIA」を搭載したプロ
向けインクジェットプリンター「PIXUS PRO-1」発売

CINEMA EOS SYSTEM（2011）

主なキヤノン製品
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IXY 420F
●個人認証機能を加えた「こだわりオート」
●Wi-Fi対応のワイヤレス送信機能
●高感度センサーとDIGIC 5による「HS SYSTEM」

IXY 1
●広角端 28mm※、光学12倍ズーム
●Wi-Fi対応のワイヤレス送信機能
●ワイド液晶モニターによるタッチシャッター

PowerShot SX260 HS
●広角端25mm※、光学20倍ズーム
●撮影場所をマップに記録できるGPS機能
●高感度センサーとDIGIC 5による「HS SYSTEM」

PowerShot S100
●広角端F2.0 24mm※、光学5倍ズーム
●独自開発の新CMOSセンサー
●新映像エンジンDIGIC 5による圧倒的高画質

10×42 L IS WP
●キヤノン独自の光学式手ブレ補正機構
●「L」の称号にふさわしい高い光学性能
●クラス最高水準の明るい視野

iVIS HF G10
●業務用高性能センサー「HD CMOS PRO」
●ワイド30mmのHDビデオレンズ
●大画面3.5型タッチパネル液晶モニター

iVIS HF M52
●業務用高性能センサー「HD CMOS PRO」
●マルチシーンIS、こだわりオート
●Wi-Fi・MP4記録対応

iVIS HF R31
●光学32倍（アドバンスト51倍）ズーム
●フルHD CMOSセンサー、MP4記録対応
●マルチシーンIS、こだわりオート

XF305/XF300
● 3CMOS採用のファイルベース業務用HDビデオカメラ
●光学18倍キヤノンHDビデオレンズ
●MPEG2 4：2：2  50Mbpsによる高画質撮影

EOS C300/EOS C300 PL
● レンズ交換可能でEFマウント・PLマウント対応
● 高感度・高S/N、Super 35mm相当CMOSセンサー
● 機動力と拡張性に優れたモバイルコアデザイン

EOS-1V
●マグネシウム合金外装と防塵・防滴性能
● 45点エリアの高精度・高速AF
●約10コマ/秒の高速連写（NP-E2使用時）

PowerShot G1 X
● 独自開発 1.5型CMOSセンサー（約1430万画素）
●大型センサーの性能を引き出す新設計レンズ
●新映像エンジンDIGIC 5による圧倒的高画質

※35mmフィルム換算。アスペクト比4：3の場合

デジタルシネマカメラ

映画を中心とした映像制作の現

場が求める高品位な映像を実現

する「CINEMA EOS SYSTEM」

のデジタルシネマカメラ。豊富な

ラインアップを誇るEFレンズや

EFシネマレンズとともに、豊かな

表現力を発揮します。

フィルム一眼レフカメラ 双眼鏡 インターネットサービスコンパクトフォトプリンター

SELPHY CP800
●初めてでも使いこなせる簡単操作
●見やすい2.5型チルト式液晶モニター
●収納も楽々のコンパクトボディ

CANON iMAGE GATEWAY
●デジタルフォト製品向けクラウドサービス
●オンラインアルバムなどソリューションを提供
●Wi-Fi対応製品から簡単に写真をアップロード

コンパクトデジタルカメラ

常に高画質を追求してきたキヤノン。

先進の光学技術、高精細センサー、

長年の映像ノウハウを集積した

映像エンジン「DIGIC」が圧倒的な

高画質を提供。高品位なデザイン

で持つ喜びも提供しています。

デジタルビデオカメラ

家族のイベントから映像制作の

現場まで幅広く活躍するキヤノン

のデジタルビデオカメラ。独自

の高解像力HDレンズ、フルHD 

CMOSセンサー、映像エンジン

DIGIC DVによって、ハイビジョン

映像を提供しています。
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Satera MF8350Cdn
●両面印刷対応カラーレーザー複合機
●カラー・モノクロ20枚/分の高生産性
●優れた操作性を実現する5行液晶モニター表示

Satera MF4570dn
●両面印刷対応モノクロレーザー複合機
●小型・シンプルで洗練されたデザイン
●優れた操作性を実現する5行液晶モニター表示

プリントヘッド／インクタンク
●高密度プリントヘッド技術「FINE」 
●経済的な独立インクタンク交換方式
●高発色で耐候性の高いインク

写真用紙
●高光沢からマット調まで多彩な品揃え
● L判からA3ノビまで豊富なサイズ
●プロ・ハイアマ向け光沢紙

インクジェット化成品

インクジェットプリンターとともに

進化するインクジェット化成品。

キヤノン独自の染料インクは発色

性に優れ、普通紙でも高画質印刷

が可能です。また、高級光沢紙は、

耐光性・速乾性・耐久性などに

優れ、高品位な写真に仕上がり

ます。

レーザー複合機

PIXUS PRO-1
● A3ノビ対応プロフェッショナルフォトプリンター
● 12色インク、OIG System採用
●大容量インクタンク

PIXUS MG6230
●インテリジェントタッチシステム
● PIXUSクラウドリンク
●写真や文字がますます美しい6色インク

PIXUS MX893
●自動両面スキャン＆コピー対応
●デュアルファンクションパネル
● PIXUSクラウドリンク

PIXUS MG8230
●インテリジェントタッチシステム
● PIXUSクラウドリンク
●フィルム対応4800dpi高精細CCDスキャナー

PIXUS iP4930
● 5色インクによるくっきりな文字、色鮮やかな写真
●自動両面印刷、2Way給紙対応
●フルHD動画プリント

PIXUS MG4130
● 4800dpi＆2plの高画質
● PIXUSクラウドリンク
●フルHD動画プリント

Satera LBP6200
● 自動両面印刷標準対応のA4モノクロプリンター
● 25枚/分（A4）
●スリープモード、省電力設計

Satera LBP7600C
●機能性・拡張性に優れたA4カラープリンター
●カラー・モノクロ20枚/分（A4）
●操作性に優れたワイド液晶モニター採用

Satera LBP6700
●ハイパフォーマンスA4モノクロプリンター
● 40枚/分（A4）
●ネットワーク・自動両面印刷標準対応

Satera LBP7010C
●コンパクトサイズA4カラープリンター
●カラー 4枚/分・モノクロ16枚/分（A4）
●待機時に音のしないファンレス設計

imageFORMULA ScanFront 300P 
● A4カラーネットワークスキャナー
●タッチパネルで簡単にスキャン、配信が可能
●カラー25枚/分の高速スキャン

ネットワークスキャナー

レーザープリンター

オフィスや家庭におけるプリント

出力で絶大な信頼を集めている

レーザープリンター。トナーカー

トリッジ技術とレーザー技術を

ベースに、素早く立ち上がるオン

デマンド定着方式や小型化設計、

省電力設計など、進化を続けて

います。

インクジェットプリンター

キヤノンのインクジェットプリン

ターは基幹技術「FINE」により、

圧倒的に「キレイで速い」プリント

を実現。コピーやスキャン、ファク

スなどの機能を一台にまとめた

複合機は、いまや家庭に欠かせな

い存在となっています。
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imageRUNNER ADVANCE C5051
●カラー・モノクロ51枚/分、高画質
●カラー100枚/分の両面同時高速スキャン
●一人ひとりに最適な使用環境を提供

imageRUNNER ADVANCE C2020
●カラー・モノクロ20枚/分
●業界最小クラスの設置スペース
●使いやすいユーザーインタフェース

imageRUNNER iR3245F
●モノクロ45枚/分、高画質1200dpi
● カラースキャン機能
●空間の有効活用を実現する省スペース設計

imageRUNNER ADVANCE C5035
●カラー・モノクロ35枚/分、高画質
●管理業務の強化とTCOの削減を実現
●業界トップクラスの環境対応

imageRUNNER ADVANCE C7065
●カラー 60枚・モノクロ65枚/分、高画質
●先進のセキュリティ機能を装備
●  I Tシステムとの強力な連携を実現

imageRUNNER ADVANCE 6075
●モノクロ75枚/分、高画質1200dpi
● 高速両面同時スキャン、MEAP搭載
●折り機・インサーターなど多彩な後処理機能

imageRUNNER ADVANCE C9075 PRO
●カラー70枚・モノクロ75枚/分、高画質
●カラー140枚/分の両面同時高速スキャン
●豊富な後処理機能、大量出力ニーズ対応

imageRUNNER ADVANCE 8105 PRO
●モノクロ105枚/分の高速出力
●コンパクトサイズで省スペースを実現
●高画質と高生産性を両立

オフィスネットワーク複合機

プリント、スキャン、センド、ファ

クスなど、あらゆるドキュメント

業務を一台で引き受けるキヤノン

のネットワーク複合機。その使い

やすさ、ネットワーク環境との

高い親和性、セキュリティ機能が

オフィス業務の効率化をサポート

します。

iW 360
●複合機と連携し、ドキュメント業務を効率化
●紙文書や電子文書に関連する生産性向上・
コスト削減

imageWARE Accounting Manager for MEAP
●ドキュメントボリューム集計分析ツール
●MEAP機にインストールされサーバー不要
●出力管理業務を容易に実現

imageWARE Document Server
●ドキュメント管理システム
●紙文書とパソコンデータを一元管理することで、
効率的でスムーズな情報共有を実現

ソリューションソフト

キヤノンは、複合機やプリンターの

ためのソフトウェア「imageWARE」

シリーズを自社開発。「活用できる

電子文書」の実現と、コスト削減

などのオフィス業務の課題解決＝

ソリューションを提供しています。

クラウド型ドキュメントサービス

初期投資や運用コストを抑えなが

ら、短期間でIT環境が構築できる

クラウド型ドキュメントサービス。

キヤノンは複合機の機能拡張、機

器の運用管理、他社サービスとの

連携の三つの視点でサービスを

展開。情報セキュリティー強化など

にも対応しています。

ネットアイ（NET EYE）
●複合機の情報をオンラインで監視
●トラブルの事前回避や対応の迅速化に貢献
●複合機の稼働率を上げサービスレベルアップ

Canon Business Imaging Online
● Salesforce用のクラウド型帳票印刷サービス
●ドライバーレスでキヤノン出力機器へ直接印刷
●表現力の豊かな帳票を作成するエディター

Color imageRUNNER iR C2110F/C2110N
●多機能と省スペースを両立したカラー複合機
●カラー・モノクロ21枚/分
● 3.5型カラーTFT液晶モニター

トナーカートリッジ
●感光ドラムや現像器などを一体化し、
イージーメンテナンスを実現

●世界規模で回収・リサイクルを実施

トナー・感光ドラム・トナーカートリッジ

電子写真プリントを支えるトナー・

感光ドラム・トナーカートリッジ

は、ファインケミカル技術の結晶

です。キヤノンは、トナーカート

リッジ分野で1000件以上もの

特許を取得。環境にも配慮して

います。
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imagePROGRAF iPF9000S
● 60インチ、4.9分（A0光沢紙）出力
●最適ノズルミラー配置による高速出力対応
●「LUCIA」8色顔料インク採用

imagePROGRAF iPF825
● 44インチ、45秒（A0普通紙）出力
●高速自動切換えのダブルロール給紙
● 5色染顔料リアクティブインク採用

imagePROGRAF iPF6350/6300
● 24インチ、4.1分（A1光沢紙）出力
●自動カラーキャリブレーション機能
●「LUCIA EX」12色顔料インク採用

imagePROGRAF iPF755/750
● 36インチ、48秒（A0普通紙）出力
●文字･線画鮮鋭化処理技術
● 5色染顔料リアクティブインク採用

大判インクジェットプリンター

写真画質と高速プリントの両立

により大判プリンターのイメージ

を一新。簡単操作でポスターが

作れるソフトウェアも独自開発し、

オフィスや学校での行事告知や

レストランのメニューなど、鮮やか

なプリントを瞬時に作成します。

imagePRESS 1135
●モノクロ135枚/分
●高品位かつ高精細な画質
●豊富なプロフェッショナル向け後処理機能

Océ VarioPrint 135
● キヤノングループOcé N.V.社製プリンティングシステム
●モノクロ123枚/分（A4）
● Océ ダイレクトプレス＆エナジーロジックテクノロジー

imagePRESS C1+
●カラー14.2枚・モノクロ60枚/分
●オフセット印刷に迫る画質
●クリアトナーによるコーティングや幅広い表現

imagePRESS C7010VP
●カラー・モノクロ70枚/分
●厚紙・薄紙も減速しない高生産性
●豊富なプロフェッショナル向け後処理機能

デジタルプロダクションプリンティングシステム

多品種や少部数でも必要な時に

必要なだけ印刷できるデジタル

プロダクションプリンティング

システムは、商業印刷の分野で

注目を集めています。キヤノンは

豊富なラインアップをそろえ、広い

色再現性と自然な光沢感を持つ

高品位印刷を高い生産性で実現

しています。

LX 760
●最大100mm/秒の高速印刷
●耐候性に優れた顔料インク採用
●インクリサイクルシステム採用

カラーラベルプリンター

wordtank Z410 
●フラット・スライド・チルトの3WAYデザイン
●筆記体にも対応できる液晶全面手書き検索
●受験に強い「ユメタン」シリーズ収録

X Mark I Pointer
● 8桁の電卓機能
●レーザーポインターを搭載
●商売計算機能（原価－売価－粗利率）

LS-103TUC
● 10桁ミニ卓上電卓
●抗菌加工でカラフルなデザイン
●税計算と千万単位の計算が可能

電子辞書・電卓

1964年、世界初の10キー式電卓

を発売したキヤノン。電卓は、手帳

タイプから卓上タイプまで、豊富

なラインアップです。また電子辞

書は、語学学習に役立つ機能を

搭載し、受験勉強やビジネスの場

などで高い評価を得ています。

DreamLabo 5000
● 7色染料インクによる滑らかで安定した色表現
● 1回の用紙搬送で高速にプリントする「ワンパス印刷」
●自動両面印刷機能を標準で装備

業務用フォトプリンター

高画質な写真出力と高精細な文字

印刷を高い生産性で実現する業務

用フォトプリンター。インクジェット

技術などを発展させ、フォトアルバム

をはじめとする写真商材を取り扱う

リテイルフォト業界などで望まれる

高付加価値アウトプットに対する

ニーズに応えていきます。
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パワープロジェクター LV8235 UST
● DLP方式WXGA対応、2500ルーメン
●スクリーンから32cmで80型の大画面投写
●用途に応じた壁掛け・天吊り・机上投写

パワープロジェクター WUX5000
●反射型液晶パネルLCOSによる高画質
●高解像度WUXGA（1920×1200ドット）対応
●レンズシフト機能搭載、交換レンズ対応

imageFORMULA DR-M160
● A4カラー 60枚/分の高速スキャン
●幅広い用途に対応するコンパクトで堅牢なボディ
●新規設計ユニットで給紙・分離性能が向上

imageFORMULA DR-P215
● A4 最速15枚/分で両面同時スキャン
●ソフトウェアのインストールなしでスキャン可能
●スイッチバック方式でカードスキャンに対応

CX 350
●名刺40枚/分の高速印刷
● 6色インクによるフルカラー印刷
●省スペース設計

CX 670
●名刺80枚/分、ハガキ35枚/分の高速印刷
● 6色インクによるフルカラー印刷
●名刺サイズのカット紙500枚給紙

VB-M40
●映像配信、HD高画質、音声送受信
●光学20倍ズーム、パン・チルト機構、ブレ補正
●動体・持ち去り・置き去り・いたずら・音量検知

Network Video Recording Soｆtware RM-64/25/9
●キヤノンネットワークカメラのHD映像を録画
● 320台までの大規模システム対応
●使いやすい操作系、マルチ画面対応

PosterArtist 2009
●業種別250種類のテンプレート収録
●デザイン案自動生成機能が幅広い用途に対応
●充実したポスター編集機能

ネットワークカメラ・雲台

パッケージソフト

ファクシミリ

カラーカードプリンター

「必要な時、必要な部数だけ」と

いうオンデマンド印刷に対応する

カラーカードプリンター。高速・

高画質フルカラー印刷で、視覚

効果の高い名刺やダイレクト

メールのスピーディーな作成に

活躍しています。

プロジェクター

会議、教育、イベントなどに欠かせ

ない存在となったプロジェクター。

独自の光学系「AISYS」と反射型

液晶パネルLCOSを搭載した液晶

プロジェクターをはじめ、キヤノン

のプロジェクターは、今後さらに

要求の高まる高解像度の映像

を明るく高画質に投写します。

ドキュメントスキャナー

文書のファイリングや共有化、ある

いは帳票イメージの登録などに

活用されるドキュメントスキャナー。

膨大な紙情報を高精細な画質で

高速にデジタル化する入力デバ

イスとして、高いコストパフォーマ

ンスを発揮します。

プレア AT-100
● 通話機能搭載、無線LAN・Bluetooth通信対応
●薄さ16mm、重さ180gのスリム軽量ボディ
●非接触型ICカード・カメラなど多彩なオプション

業務用情報端末

リモートコントロール雲台 BU-46H
●放送用にも適した高級パン・チルトカメラ
●HD対応の高精細・高解像の映像出力
●さまざまなシステム構築が可能なプロトコル

VB-Ｍ700F
●超広角102.5°、広角3倍ズームカメラ
● 0.25ルクスの低照度でもカラー撮影
●多彩な検知を可能にするインテリジェント機能

VB-M600D/VE
●映像配信、HD高画質、音声送受信
●ドーム一体型の広角・光学3倍ズームカメラ
●衝撃緩和、防水・防塵ＩP66対応（VEのみ）

CanoScan 9000F
●多機能、高画質9600dpiCCD
●フィルムの逆光補正も実現「FARE Level3」
● 35mmフィルム12コマ連続スキャン

キヤノフアクス L1000
● A3読取/A4記録レーザーファクシミリ
●自動両面スキャン、プリント
●スキャン＆センド機能（オプション）

CanoScan LiDE 700F
●高精細9600dpiでのフィルムスキャン
●設置場所を選ばない3Wayポジション
● ACアダプター不要のワンプラグスキャン

イメージスキャナー
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MPAsp-H700シリーズ
●第8世代ミラープロジェクションアライナー
●最大57型ワイドTVまでの一括露光
● 470枚/時以上（47型ワイドパネル）

レーザーロータリーエンコーダー
●回折光干渉方式による小型化
●正弦波信号により高分解能を達成
●内製スケールによる高精度な測定

レーザードップラー速度計
●小型・高分解能の非接触式速度センサー
●レーザー波長に依存しない安定した測定
●±0.2%の精度で速度ムラ、移動量を測定

デジタルガルバノスキャナー
●装置組込に適したレーザー走査用スキャナー
●フルデジタルサーボコントロール採用
●温度変化によるドリフトの発生を低減

DIGISUPER 95
● HDTV対応の高性能放送用中継レンズ
● 95倍の高倍率、光学防振システム
●クラス最高※の広角（広角端焦点距離8.6mm）

CANOBEAM DT-150
●小型・軽量・低価格の高速光無線通信機
●周波数認可、電波妨害などの制約なし
●HD-SD I  信号を非圧縮伝送

KJ20x8.2 IRSD
●高性能なHDTV放送用ズームレンズ
●多彩な撮影が可能な2ｘエクステンダー内蔵
●新設計ドライブユニットによる高い操作性

FPA-6000ES6a
● 高NA：0.86の極低収差レンズ搭載KrFスキャナー
●解像力：90nm以下
●低CoO量産対応機

FPA-5550iZ
●高輝度水銀ランプ、NA：0.57
●解像力：350nｍ以下
●従来機と比較して50%のスループット向上

MF-150A/ST・HP
●高速主軸・小型工具による微細加工
●簡単操作でものづくりをサポート
●樹脂から金属までの多様な材料加工

小型三次元加工機

放送機器

スポーツ中継、スタジオ収録から

報道まで、世界中のテレビ局などで

活躍するキヤノンのTVカメラ用

レンズ。ハイビジョン化・デジタル

化にもいち早く対応しています。

また、HD対応リモートパン・チルト

システムなども展開しています。

半導体露光装置

デジタル時代を支える半導体

デバイスを作り出す半導体露光

装置。キヤノンは効率良く半導体

デバイスを量産する露光装置を

生産するとともに、さらなる露光

の微細化を追求する最先端技

術の開発を進めています。

液晶露光装置

キヤノンは、液晶テレビやモニ

ターを製造する液晶露光装置の

トップメーカーです。世界最大※

の超大型高精度凹面ミラーの

量産化を実現し、大型液晶テレビ

の急速な普及を根底で支えて

います。

コンポーネント

産業機器の主要コンポーネント

を独自開発するキヤノン。小型・

高分解能を実現したレーザー

ロータリーエンコーダー、レーザー

光を高速に走査するガルバノ

スキャナーなど、高精度な小型

コンポーネントも製品化してい

ます。

※ 2012年3月現在

※2012年3月現在

プレア GT-10/11
● 2タイプのプリンター一体型をラインアップ
●多様なニーズに応える幅広いモデル
●大容量の小型バッテリーで長時間運用を実現

ハンディターミナル

金融機関などの渉外、水道・電気・

ガスなどの検針、物流・倉庫・店舗

業務など、アウトドアで活躍する

ハンディターミナル。高速プリント、

セキュリティの充実のほか、バー

コード読み取り、電子マネー・クレ

ジットカード決済や各種無線通信

インタフェースにも対応しています。



17

BESTEM-D10Sp
●バックライト用・照明用LEDパッケージに対応
●全数検査対応でUPH18000の高い生産性
●ツインスタンピングで接合材の品質安定

FC7100
●最先端LSI向けメタルゲート量産装置
●原子レベルの膜厚制御を実現
● 22nm以降の次世代LSI製造にも対応

EC7800
●次世代不揮発性メモリMRAMの生産装置
● HDDヘッドの磁性極薄膜形成技術を応用
●基板サイズφ300mmに対応

System-ELVESS
●蒸着から封止まで全自動一貫生産
●大型ガラス基板に対応
●高い生産性と拡張性を実現

CR-2 Plus
●無散瞳型デジタル眼底カメラ
●眼疾患の観察や診療に有用なFAF※1撮影機能
●高画質と小型軽量化を両立したモデル

SPOCT-HR
● キヤノングループ OPTOPOL Technology S.A.社製
● 世界最高※2解像度（3µm）の網膜光干渉断層計（OCT）
●網膜各層認識・解析機能

CX-1
●散瞳・無散瞳一体型デジタル眼底カメラ
● 5つの撮影モード
●デジタル一眼レフカメラEOSの技術を活用

CXDI-70C Wireless
●ワイヤレス通信対応でケーブル不要　
●アナログシステムのデジタル化に最適
●高解像度で軽量なポータブルタイプ　

CXDI-50RF
●動画、ポータブル静止画撮影可能
●有効撮影範囲35×43cm
●接続ケーブルの途中で着脱が可能

Land care 16Ⅱ
●生ゴミを約80％減量
●低ランニングコスト、省スペース
●臭気を抑えて清潔・衛生

LS-300/300i
●省スペースで柔軟なインライン成形を実現
●縦型によるインサート・フープ成形に最適
●省材料・省力化を徹底し、成形コストを削減

有機ELディスプレイ製造装置

次世代ディスプレイとして期待

される有機EL。有機発光材料の

真空蒸着やロボット搬送技術、

アライメント技術などを駆使した

有機ELディスプレイ製造装置は、

世界のパネルメーカーから高い

評価を得ています。

ダイボンダー

ダイボンダーとは、半導体を製品に

仕上げる後工程において、ウエハー

から切り離されたチップをICの台

座であるリードフレームに接着固

定するボンディング装置です。半

導体製造の高生産性と安定稼

働を実現しています。

業務用生ゴミ処理機

小型電動射出成形機

デジタルラジオグラフィー

医療現場で導入が進むデジタル

X 線撮影。キヤノンは、立位・臥位

での撮影や持ち運び可能なポー

タブルタイプの機器をそろえ、あ

らゆる状況でのX線撮影に対応。

さらに、ワイヤレスや、透視撮影を

可能にする動画対応などを展開し

ています。

眼科機器

高画質・小型化を追求しながら、

患者の負荷が少ない撮影が行え

る眼底カメラや、眼圧計などを

展開するキヤノンの眼科機器。

グループのオプトポルテクノロ

ジー社と製品ラインアップの強化

や技術面のシナジーを進めて

います。

真空成膜装置

真空中で薄膜を形成する真空

成膜装置。超高真空の環境で行

われる極薄膜形成は、各種デバ

イスの小型化・低消費電力化に

欠かせない技術として、モバイル

端末の急速な拡大に寄与してい

ます。

La Sphère 
●キヤノングループ Cabasse S. A.社製
● 4ウェイ完全同軸ドライバーユニット
●周波数帯域 20-25000Hz ±3dB

HC7100
● HDDヘッド生産装置の業界標準
●磁性膜の積層を原子レベルで制御
●豊富な成膜モジュール

Cabasse S.A.社製 スピーカー

※1 Fundus Auto-Fluorescence (自発蛍光)
※2 2012年3月現在
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設立 従業員数 URL

1937年8月 25,449人 http://canon.jp

事業所名 所在地 主な事業内容

本社 東京都大田区下丸子3-30-2 研究開発部門、本社管理部門、事業本部ほか

矢向事業所 神奈川県川崎市幸区塚越3-451 インクジェットプリンター・大判インクジェットプリンター・インクジェット化成品の開発

川崎事業所 神奈川県川崎市幸区柳町70-1 生産装置・金型の研究開発と生産、半導体デバイスの研究開発、電子写真技術等の研究開発と量産支援

玉川事業所 神奈川県川崎市高津区下野毛3-16-1 品質技術の開発

小杉事業所 神奈川県川崎市中原区今井上町53 映像事務機のソフトウェア開発

平塚事業所 神奈川県平塚市田村9-22-5 半導体デバイスの生産

綾瀬事業所 神奈川県綾瀬市吉岡2596番地 半導体デバイスの開発・生産

富士裾野リサーチパーク 静岡県裾野市深良4202番地 電子写真技術などの研究開発

宇都宮事業所　宇都宮工場 栃木県宇都宮市清原工業団地19-1 EFレンズ・各種レンズ（ビデオ用・放送局用・事務機用・液晶プロジェクター用）・特殊光学レンズの生産

宇都宮光学機器事業所 栃木県宇都宮市清原工業団地20-2 半導体製造装置の開発・生産・サービス、液晶露光装置の開発

光学技術研究所 栃木県宇都宮市清原工業団地23-10 光学技術の研究開発、放送機器の開発

取手事業所 茨城県取手市白山7-5-1 映像事務機・化成品の生産、電子写真技術などの研究開発・量産試作・量産支援

阿見事業所 茨城県稲敷郡阿見町大字吉原3577 液晶露光装置・半導体露光装置ユニットの生産

茂原事業所 千葉県茂原市早野3300 有機ELディスプレイの研究開発

溝の口研修センター 神奈川県川崎市高津区久地1-1-1 人材開発部門

Canon Global Management Institute 東京都目黒区中根2-2-14 経営幹部育成のための研修

上里事業所 埼玉県児玉郡上里町大字七本木3461番地1 医療機器用デバイスの開発

大分事業所 大分県大分市丹生993-1 半導体デバイスの生産

大分ものづくり人材育成センター 大分県大分市角子原1867-1 生産部門の実務技術・技能の育成と強化のための研修

会社名 所在地 設立 従業員 主な生産品目・事業内容

日本

キヤノン電子株式会社 埼玉県秩父市 1954.5 1,810 磁気・事務機コンポーネント、ドキュメントスキャナー、ハンディターミナル

キヤノンファインテック株式会社 埼玉県三郷市 1953.12 1,570 事務機、事務機周辺機器、産業用プリンター、化成品

ニスカ株式会社 山梨県南巨摩郡 1960.1 827 事務機周辺機器、光学機器、業務用プリンターなど

キヤノンプレシジョン株式会社 青森県弘前市 1952.12 2,426 マイクロモーター、トナーカートリッジ、光半導体センサー

キヤノンオプトロン株式会社 茨城県結城市 1974.12 223 光学結晶（カメラ用・天体用）、蒸着材料

キヤノン・コンポーネンツ株式会社 埼玉県児玉郡 1984.1 1,025 コンタクトイメージセンサー、プリント配線版、インクジェットカートリッジ、医療機器

キヤノンアイテック株式会社 東京都府中市 1982.1 129 キヤノン製品の開発支援（集積回路、複合機、画像、通信）

キヤノンセミコンダクターエクィップメント株式会社 茨城県坂東市 1917.5 403 半導体製造装置関連製品、生産装置の設計・製造

キヤノンイメージングシステムズ株式会社 新潟県新潟市 1990.1 370 キヤノン製品（ソフト・ハード）の開発支援、ネットワーク製品　

株式会社オハラ★ 神奈川県相模原市 1941.11 426 光学ガラス、特殊ガラス

キヤノンアネルバ株式会社 神奈川県川崎市 1950.10 1,467 半導体製造装置、電子部品製造装置、真空機器など

キヤノンマシナリー株式会社 滋賀県草津市 1972.1 870 先端分野の自動化・省力化装置、半導体製造装置

キヤノントッキ株式会社 新潟県見附市 1967.7 277 有機ELディスプレイ・薄型太陽電池製造装置、真空関連装置

米州 　　

Canon U.S. Life Sciences, Inc. アメリカ／メリーランド州 2002.12 37 遺伝子診断機器、試薬カートリッジ

欧州

Océ N.V. オランダ／フェンロー 1877.10 19,798 ドキュメントマネジメント、高速デジタルプロダクションプリンティングシステム、大判プリンター

Cabasse S.A. フランス／ブレスト 1950.1 35 高級スピーカーの研究開発・生産

DataFlight Europe a/s デンマーク／アレロエト 1986.11 13 ハンディターミナル、アプリケーションソフトウェア

OPTOPOL Technology S.A. ポーランド／ザヴィエルチェ 1992.8 200 眼科機器

アジア

キヤノン電産香港有限公司 香港 1991.10 92 パーソナル情報機器など

キヤノンマシナリー（大連）有限公司 中国／遼寧省 2003.10 96 自動化・省力化装置の設計・生産、部品加工

Canon Korea Business Solutions Inc.★ 韓国／ソウル 1985.5 1,090 事務機、電子機器、ソリューション、産業・医療機器の販売

　

キヤノン株式会社

開発・生産・販売関連会社 ★は非連結主要関係会社です。

※1  2012年4月設立　　※2  2011年10月31日現在　　※3  グループ従業員数

※2

※1

※3

キヤノングループ各社概要 （2011年12月31日現在）
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会社名 所在地 設立 従業員 主な生産品目

日本

キヤノン化成株式会社 茨城県つくば市 1950.5 2,276 トナーカートリッジ、高分子精密機能部品

宮崎ダイシンキヤノン株式会社★ 宮崎県児湯郡 1980.1 1,086 デジタルカメラ、実装部品

大分キヤノン株式会社 大分県国東市 1982.2 3,336 デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ、EFレンズほか

大分キヤノンマテリアル株式会社 大分県杵築市 1998.1 1,736 複写機・プリンターの化成品

長浜キヤノン株式会社 滋賀県長浜市 1988.9 1,350 トナーカートリッジ、レーザープリンターの部品、a-Siドラム

上野キヤノンマテリアル株式会社 三重県伊賀市 2002.4 497 複写機・プリンターの化成品

福島キヤノン株式会社 福島県福島市 2003.4 1,729 インクジェットプリンター、業務用フォトプリンター、プリントヘッド、インクタンク、キヤノン製品のソフト評価

キヤノンエコロジーインダストリー株式会社 茨城県坂東市 2004.1 749 事務機・消耗品などキヤノン製品の修理・リサイクル

キヤノンモールド株式会社 茨城県笠間市 1972.11 491 精密プラスチック金型の設計・製作

日田キヤノンマテリアル株式会社 大分県日田市 2008.6 163 トナーカートリッジの高分子精密機能部品

長崎キヤノン株式会社 長崎県東彼杵郡 2008.7 1,125 デジタルカメラ

キヤノンウィンド株式会社 大分県大分市 2008.10 17 デジタルカメラ用の部品など

トップ事務機株式会社 滋賀県長浜市 1966.7 69 事務機・パソコンなどのリサイクル

米州

Canon Virginia, Inc. アメリカ／バージニア州 1985.11 1,282 トナーカートリッジ、複写機トナー、OEM製品、金型

Industrial Resource Technologies, Inc. アメリカ／バージニア州 1996.11 134 トナーカートリッジのリサイクル

欧州

Canon Giessen GmbH ドイツ／ギーセン 1972.7 246 複写機の再生、カメラの修理、グループ販売会社へのサービス・サポート

Canon Bretagne S.A.S. フランス／リフレ 1983.8 711 複写機・プリンターの化成品、トナーカートリッジのリサイクル、アフターサービスなど

アジア

キヤノンファインテックニスカ（深圳）有限公司 中国／広東省　 1993.2 2,728 事務機、事務機周辺機器、産業用プリンター、光学機器

キヤノン大連事務機有限公司 中国／遼寧省 1989.9 4,353 トナーカートリッジ、レーザープリンター、トナーカートリッジのリサイクル

キヤノン珠海有限公司 中国／広東省 1990.1 11,996 デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ、レーザープリンター、コンタクトイメージセンサー

キヤノン（中山）事務機有限公司 中国／広東省 2001.6 6,297 レーザープリンター

キヤノン（蘇州）有限公司 中国／江蘇省 2001.9 6,626 カラー複合機、モノクロ複合機

Canon Electronics (Malaysia) Sdn. Bhd. マレーシア／ペナン州 1988.12 2,331 磁気コンポーネント

Canon Machinery (Malaysia) Sdn. Bhd. マレーシア／スランゴール州 1995.10 95 ダイボンダー

Canon Opto (Malaysia) Sdn. Bhd. マレーシア／スランゴール州 1988.12 3,186 デジタルカメラ、EFレンズ、光学用レンズ

台湾キヤノン股份有限公司 台湾 1970.6 4,701 デジタルカメラ、ネットワークカメラ、EFレンズ、液晶プロジェクター用レンズなど各種レンズ、精密金型

Canon Hi-Tech (Thailand) Ltd. タイ／アユタヤ 1990.8 9,528 インクジェットプリンター

Canon Vietnam Co., Ltd. ベトナム／ハノイ 2001.4 22,747 インクジェットプリンター、レーザープリンター、スキャナー、トナーカートリッジ

Canon Electronics Vietnam Co., Ltd. ベトナム／フンイエン省 2008.12 1,042 電子機器など

　

会社名 所在地 設立 従業員 主な研究開発内容

欧州

Canon Research Centre France S.A.S. フランス／レンヌ 1990.5 66 AVネットワーク、映像コネクティビティ、音響・ウェブ関連技術

アジア

キヤノンインフォメーションテクノロジー（北京）有限公司 中国／北京 1998.4 152 言語・文書・画像処理技術、ソフトウェア・マニュアルのアジア言語化

キヤノン（蘇州）システムソフトウェア有限公司 中国／江蘇省 2002.12 134 映像事務機関連ソフトウェア

Canon Information Technologies Philippines, Inc. フィリピン／ケソンシティ 1991.8 470 組込み・アプリケーションソフトウェアの開発・評価、ハードウェアの設計・検証

オセアニア

Canon Information Systems Research Australia Pty. Ltd. オーストラリア／シドニー 1990.5 256 デジタルイメージング技術と関連アプリケーション、ソリューション

　

開発関連会社

生産関連会社

★は非連結主要関係会社です。
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会社名 所在地 設立 従業員 担当地域 主な取扱品目

日本

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 東京都港区 1968.2 5,244 日本 キヤノン製品・関連ソリューションの国内マーケティング

キヤノンシステムアンドサポート株式会社 東京都品川区 1980.5 5,621 日本 キヤノン製品・関連ソリューションのコンサルティング・販売・サポート・保守

キヤノンMJアイティグループホールディングス株式会社 東京都品川区 2010.4 16 日本 I Tソリューショングループ会社の事業活動の統括・管理

キヤノンITソリューションズ株式会社 東京都品川区 1982.7 2,676 日本 SI、コンサルティング、各種ソフトウェアの開発・販売

キヤノンソフトウェア株式会社 東京都品川区 1974.3 1,463 日本 組込みソフトウェアの開発、各種ソフトウェアの開発・販売

キヤノンビジネスサポート株式会社 東京都港区 1997.9 724 日本 キヤノンMJグループのシェアードサービス業務

日本オセ株式会社 東京都港区 1983.10 74 日本 大判入出力システム・消耗品の販売・保守・サービス

キヤノンプリントスクエア株式会社 東京都港区 2009.7 62 日本 プリントオンデマンドサービス、キヤノンMDS受託サービス

昭和情報機器株式会社 東京都港区 1973.1 379 日本、韓国、中国 高速漢字情報処理システムなどの開発・販売

エディフィストラーニング株式会社 東京都千代田区 1997.4 58 日本 企業向けIT研修・マネジメント研修事業

キヤノンカスタマーサポート株式会社 千葉県千葉市 1996.4 754 日本 コールセンター、コンシューマー製品のサービス業務

キヤノンフィールドアシスト株式会社 東京都港区 1989.12 128 日本 店舗ラウンド業務、販売促進支援業務、フォトビジネス支援業務

ウイズフォト株式会社 東京都品川区 2011.4 10 日本 写真関連のポータルサイト運営・通信販売

株式会社エルクコーポレーション 大阪府大阪市 1956.5 337 日本 医療用機器、健康機器、医療関連消耗品、医用画像システム

キヤノン電子ビジネスシステムズ株式会社 埼玉県秩父市 1984.7 23 日本 事務機の販売・保険代理業

イーシステム株式会社 東京都港区 1994.9 29 日本 SI事業、パッケージソフトの販売

ASPAC株式会社 東京都港区 1970.4 641 日本 コンピューターソフトウェア・システムの設計・開発・運用・保守・販売

米州

Canon U.S.A., Inc. アメリカ／ニューヨーク州 1965.12 2,250 米州 全事業製品

Canon Latin America, Inc. アメリカ／フロリダ州 1996.1 72 中南米・カリブ諸島 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Business Solutions, Inc. アメリカ／ニューヨーク州 1971.3 3,905 アメリカ 事務機

Canon Financial Services, Inc. アメリカ／ニュージャージー州 1979.7 221 アメリカ 全事業製品のファイナンスリース

Canon Information Technology Services, Inc. アメリカ／バージニア州 1998.6 532 アメリカ カスタマーサポート、コールセンター

Virtual Imaging Inc. アメリカ／フロリダ州 1995.6 79 米州 デジタルイメージングソリューション、医療用システムインテグレーター

Canon Information and Imaging Solutions, Inc. アメリカ／ニューヨーク州 2011.2 26 アメリカ 業務プロセスの最適化、映像・記録管理、セキュリティサービス

Canon Canada Inc. カナダ／オンタリオ州 1972.9 1,092 カナダ 全事業製品

Canon Panama, S.A. パナマ／パナマシティ 1968.12 200 パナマ 全事業製品（一部製品を除く）

Canon do Brasil Indústria e Comércio Limitada ブラジル／サンパウロ 1974.11 370 ブラジル 事務機、デジタルカメラ、インクジェットプリンター

Canon Chile, S.A. チリ／サンティアゴ 1994.11 180 チリ 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Mexicana, S.de R.L. de C.V. メキシコ／メキシコシティ 1978.7 202 メキシコ 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Argentina, S.A. アルゼンチン／ブエノスアイレス 1998.12 84 アルゼンチン 事務機

欧州

Canon Europe Ltd. イギリス／ロンドン 2000.10 595 ヨーロッパ、中近東、アフリカ 全事業製品

Canon Europa N.V. オランダ／アムステルフェーン 1982.1 516 ヨーロッパ、中近東、アフリカ 全事業製品

Canon (UK) Ltd. イギリス／サリー 1976.6 1,315 イギリス 全事業製品（一部製品を除く）

Canon (IRL) Business Equipment Ltd. アイルランド／ダブリン 1987.8 43 アイルランド 全事業製品（一部製品を除く）

Canon France S.A.S. フランス／パリ 1975.11 582 フランス 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Deutschland GmbH ドイツ／クレーフェルト 1973.7 948 ドイツ 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Italia S.p.A. イタリア／ミラノ 1972.8 295 イタリア 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Nederland N.V. オランダ／アムステルフェーン 1994.7 395 オランダ 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Belgium N.V./S.A. ベルギー／ディーゲム 1978.2 271 ベルギー 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Luxembourg S.A. ルクセンブルク 1979.5 35 ルクセンブルク 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Austria GmbH オーストリア／ウィーン 1975.1 324 オーストリア 全事業製品（一部製品を除く）

Canon CEE GmbH オーストリア／ウィーン 1994.3 88 欧州中部・東部、ロシアを除くCIS諸国 全事業製品（一部製品を除く）

Canon (Schweiz) A.G. スイス／ディートリコン 1951.7 563 スイス 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Hungaria Kereskedelmi Kft. ハンガリー／ブダペスト 1994.4 71 ハンガリー 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Polska Sp.z.o.o. ポーランド／ワルシャワ 1994.8 76 ポーランド 全事業製品（一部製品を除く）

Canon CZ spol S.R.O. チェコ／プラハ 1994.8 83 チェコ 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Slovakia s.r.o. スロバキア／ブラチスラバ 2000.3 12 スロバキア 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Danmark A/S デンマーク／コペンハーゲン 1999.12 205 デンマーク 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Norge AS ノルウェー／オスロ 1967.5 307 ノルウェー 全事業製品（一部製品を除く）

　

販売関連会社
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会社名 所在地 設立 従業員 担当地域 主な取扱品目

欧州

Canon Svenska AB スウェーデン／ストックホルム 1970.1 360 スウェーデン 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Oy フィンランド／ヘルシンキ 1941.3 368 フィンランド、エストニア、ラトビア、リトアニア 全事業製品（一部製品を除く）

Canon ADRIA trgovina d.o.o. スロベニア／リュブリャナ 2006.2 11 スロベニア、クロアチア、ボスニア・ヘレツゴビナ、
セルビア、マケドニア、モンテネグロ、アルバニア 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Bulgaria EOOD ブルガリア／ソフィア 2001.6 11 ブルガリア 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Ru LLC ロシア／モスクワ 2004.11 189 ロシア 全事業製品（一部製品を除く）

Canon España, S.A. スペイン／マドリード 1974.11 769 スペイン 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Portugal S.A. ポルトガル／リスボン 2007.6 174 ポルトガル 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Eurasia A.S. トルコ／イスタンブール 2007.11 106 トルコ、イスラエル 全事業製品（一部製品を除く）

アフリカ・中近東

Canon Middle East FZ-LLC アラブ首長国連邦／ドバイ 2001.1 94 中近東、アフリカ北部・中部 全事業製品（一部製品を除く）

Canon Emirates LLC アラブ首長国連邦／ドバイ 2007.11 89 アラブ首長国連邦 事務機、ソリューション

Canon South Africa Pty. Ltd. 南アフリカ／ヨハネスブルグ 1999.10 62 アフリカ南部・中部 全事業製品（一部製品を除く）

アジア

キヤノン（中国）有限公司 中国／北京 1997.3 1,640 中国 全事業製品

キヤノン香港有限公司 香港 1979.12 657 東アジア、香港、マカオ 全事業製品

キヤノンマーケティング（台湾）股份有限公司 台湾 2001.3 161 台湾 全事業製品

Canon Singapore Pte. Ltd. シンガポール 1979.10 849 南アジア、東南アジア 全事業製品

Canon Marketing (Malaysia) Sdn. Bhd. マレーシア／スランゴール州 1986.12 593 マレーシア 全事業製品

Canon Marketing (Thailand) Co., Ltd. タイ／バンコク 1994.1 890 タイ 全事業製品

Canon Marketing (Philippines), Inc. フィリピン／タギックシティ 1996.12 392 フィリピン 全事業製品

Canon India Pvt. Ltd. インド／グルガオン 1996.12 959 インド 全事業製品

Canon Korea Consumer Imaging Inc. 韓国／ソウル 2005.9 73 韓国 デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ、EFレンズなど

キヤノン光学設備（上海）有限公司 中国／上海 2010.9 46 中国 半導体機器、液晶機器、コンポーネント

キヤノン光学設備サービス（上海）有限公司 中国／上海 2010.9 94 中国 半導体機器、液晶機器、コンポーネント

Canon Semiconductor Engineering Korea Inc. 韓国／ソウル 1993.5 164 韓国 半導体機器、液晶機器、ダイボンダー、コンポーネント

台湾キヤノン先進科技股份有限公司※1 台湾 2012.3 5 台湾 産業機器等の販売・サポート

キヤノン半導体設備股份有限公司 台湾 1997.1 260 台湾 半導体機器、液晶機器、真空装置、コンポーネント

オセアニア

Canon Australia Pty. Ltd. オーストラリア／シドニー 1978.8 871 オーストラリア 全事業製品

Canon Finance Australia Ltd. オーストラリア／シドニー 1988.10 25 オーストラリア 事務機のファイナンスサービス・リース

Canon New Zealand Ltd. ニュージーランド／オークランド 1989.9 216 ニュージーランド 全事業製品

会社名 所在地 設立 従業員 主な事業内容

日本

キヤノン技術情報サービス株式会社 東京都大田区 2003.9 76 調査業務、翻訳業務

アジア

キヤノンファインテックニスカ工業香港有限公司 香港 1994.7 7 材料・部品・製品の調達

キヤノンエンジニアリング香港有限公司 香港 1994.9 122 材料・部品・製品の調達

　

その他関係会社

●IBMは、International Business Machines Corporation の略称です。  ●Bluetoothは、米国Bluetooth SIG, Inc.の商標であり、キヤノンはライセンスに基づいて使用しています。  
●Wi-Fiは、Wi-Fi Allianceの商標または登録商標です。 ●画面はハメ込み合成の場合があります。 ●冊子に掲載されている製品の中には、一部の国や地域では販売されていないものもあります。

※1  2012年3月設立　　※2  2012年3月1日現在

※2
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